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The trend of the alumni of Yamagata School of
Health Science (The 2nd Report)
An investigation into the actual state of the alumni of Yamagata School of
Health Science, focus on the perplexities in working and the boasts
Mie AOKI,  Junko GOTO, Yukiko SATO, Keiko ENDO, Yoshiko ENDO
Abstract : 
Purpose : To investigate the clinical subjects, the boasts, and the expectations for our 
school as alumni.
Method : We investigated by the original questionnaires referring to the antecedent 
research.  The contents of this investigation are the perplexities in working, the meanings of 
working, and their boasts and the expectations for our school as alumni.
Conclusion : There are many answers that they don't feel perplexities in working so 
much, and they demonstrated their due developments in the course.  They strongly recog-
nized the significance of their jobs for their self-improvement and they were proud of the 
acquisition of wide knowledge, the technical arts, and the ethical consideration as alumni. 
We think that they hope alma mater for more practical lectures, and continuous supports by 
our school for their professional research and their further developments.
Key Words : nursing education, subjects of alumni, supports after graduation 
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 〒 990-2212　山形市上柳 260
 Department of Nursing, Yamagata Prefectural University
 of Health Sciences 
 　260 Kamiyanagi, Yamagata 990-2212, Japan
月の卒業生で， 卒業後逝去した 2人を除く 283人 １）







































者の平均年齢は 23.3± 1.3歳であった １）。専攻科
を含めた最終的な卒業年は，平成 12年 3月 27人，


































































































































































































































3.27（0.67）94（100）1（ 1.1）9（ 9.6）48（51.1）36（38.3） 1） 知識に自信がもてない
3.24（0.63）94（100）0（ 0.0）10（10.6）51（54.3）33（35.1） 2） 技術に自信がもてない
2.24（0.76）94（100）12（12.8）53（56.4）23（24.5）6（ 6.4） 3） 意見を同僚や上司に話すことができない
2.66（0.80）94（100）2（ 2.1）45（47.9）30（31.9）17（18.1） 4） 何をするにも人より時間がかかる
2.21（0.76）92（100）14（15.2）50（54.3）23（25.0）5（ 5.4） 5） 何を勉強するべきかわからない
2.31（0.78）94（100）12（12.8）47（50.0）29（30.9）6（ 6.4） 6） どうやって勉強したらよいかわからない
2.41（0.65）93（100）4（ 4.3）51（54.8）34（36.6）4（ 4.3） 7） 看護に必要な情報収集が適切にできない
2.47（0.65）93（100）2（ 2.2）51（54.8）34（36.6）6（ 6.5） 8） 看護上の問題点を明らかにできない
2.57（0.65）92（100）0（ 0.0）48（52.2）36（39.1）8（ 8.7） 9） 看護診断ができない
2.45（0.65）92（100）1（ 1.1）56（60.9）28（30.4）7（ 7.6）10） 看護介入計画が立案できない
2.37（0.66）92（100）4（ 4.3）55（59.8）28（30.4）5（ 5.4）11） 計画に沿った看護介入ができない
2.42（0.68）92（100）4（ 4.3）51（55.4）31（33.7）6（ 6.5）12） 評価やフィードバックができない













































































































2.73（0.84）88（100）4（ 4.5）34（38.6）32（36.4）18（20.5） 1） 自分の能力に比べ割り当てられる業務量が多い
2.52（0.79）87（100）6（ 6.9）40（46.0）31（35.6）10（11.5） 2） 自分の理想とする看護をさせてもらえない
1.83（0.87）88（100）38（43.2）31（35.2）15（17.0）4（ 4.5） 3） 自分を担当する指導者がいない
2.30（0.87）88（100）17（19.3）35（39.8）29（33.0）7（ 8.0） 4） 自分に対する指導方法がまちまちである
2.11（0.90）88（100）23（26.1）40（45.5）17（19.3）8（ 9.1） 5） 研修やレポートが多い
2.05（0.91）88（100）25（28.4）43（48.9）11（12.5）9（10.2） 6） 研修会がない
1.97（0.82）88（100）27（30.7）41（46.6）16（18.2）4（ 4.5） 7） 誰に相談したらよいかわからない







































3.33（0.86）98（100）3（ 3.1）12（12.2）37（37.8）42（42.9）4（ 4.1） 2） 職場の期待にこたえる
2.92（0.94）98（100）3（ 3.1）32（32.7）39（39.8）18（18.4）6（ 6.1） 3） 看護の発展に貢献する
4.17（0.83）98（100）1（ 1.0）1（ 1.0）17（17.3）40（40.8）39（39.8） 4） 新しい知識を得る
4.49（0.69）98（100）0（ 0.0）1（ 1.0）8（ 8.2）31（31.6）58（59.2） 5） 自分が成長する
4.18（0.87）98（100）0（ 0.0）5（ 5.1）14（14.3）37（37.8）42（42.9） 6） 自立感を得る
3.36（1.22）98（100）8（ 8.2）16（16.3）28（28.6）25（25.5）21（21.4） 7） 社会的地位を得る
4.10（0.89）98（100）1（ 1.0）5（ 5.1）13（13.3）43（43.9）36（36.7） 8） 経済的に楽になる















































































を得ることができた」（ p < 0.01）と「幅広い知識
を得ることができた」（ p < 0.05），「人間関係を形
成する技術を得ることができた」（ p < 0.01），「倫
理的な配慮を覚えることができた」（ p < 0.05），
「自分に対する厳しさを身につけることができた」
（ p < 0.05）， 「広い視野を持てるようになった」（ p 
< 0.05），「教員との交流がある」（ p < 0.01）およ
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 要 旨
目的：山形県立保健医療短期大学卒業生が臨床の場で抱えている課題，誇り，母校
への期待を明らかにする。
方法：先行研究を参考にして独自に作成した質問紙による調査を行った。調査内容
は，就業上の困りごと，仕事はどんな意味を持つか，誇りに思うこと，母校に期待
することである。
結論：就業上の困りごとでは，「あまりそう思わない」と回答する項目が多く，順調
なプロセスを経て成長していることが明らかになった。自己の成長に仕事の意味を
強く感じており，幅広い知識や専門的な知識，倫理的な配慮を身につけたことに山
形県立保健医療短期大学卒業生としての誇りを持っていることが明らかになった。
母校への期待としては，講義に実践的な内容を盛り込むことや，研究支援等であり，
卒業生がさらに成長するための継続的な支援が母校の役割として必要であると思わ
れる。
キイワード：看護教育，　卒業生の課題，　卒後の支援
